
１ 学力検査結果の概要

〈表１〉総点の得点分布 〈表２〉小問別正答率（％）

人数 ６８５人 大問 小 問 正答率 大問 小 問 正答率

得点 人 数 ％ 問一 ９９．３ 問一 ６５．８

１００ ０ ０．０ 問二 ４５．１ 問二 ７３．７

９０～９９ １７ ２．５ 問三 ７２．４ 問三 ７６．９
一 三

８０～８９ ７９ １１．５ 問四 ７０．５ 問四 ６０．１

７０～７９ １６０ ２３．４ 問五 ３２．６ 問五 ２０．１

６０～６９ １６８ ２４．５ 問六 ４７．９ 問六 ７１．７

５０～５９ １３４ １９．６ 小 計 ５８．６ 小 計 ６３．２

４０～４９ ８５ １２．４ 問一 ７８．５ ① ９４．３

３０～３９ ３２ ４．７ ① ８６．０ ② ５８．４問二
２０～２９ ７ １．０ ② ６９．３ ③ ８５．８二
１０～１９ ３ ０．４ 問三 ４２．５ ④ ６６．６問一
１～９ ０ ０．０ 問四 ５８．６ ⑤ ７５．３四

０ ０ ０．０ 問五 ５１．２ ⑥ ６２．３

平均点 ６３．５ 小 計 ６１．２ ⑦ ６７．７

⑧ ８３．５

問二 ７７．０

小 計 ７４．４

２ 分析結果の概要

1 大問別正答率の推移( )
大 問 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度

文学的文章 ６５．１ ８３．５ ６７．５ ７５．９ ５８．６一

説明的文章 ７８．３ ７１．５ ６４．４ ５０．１ ６１．２二

融合 ５０．０ ６０．０ ５７．０ ５６．５ ６３．２三

読み書き・書写 ８６．３ ８０．４ ８３．４ ６５．１ ７４．４四 ( ) ( ) ( )
全 体 ６４．８ ７１．９ ６３．０ ５９．４ ６３．５

（※ は，それまで各大問中で問われていた，読み書き・書写問題を，平成15年度から一つに四
まとめて設けられた。平成12年度から平成14年度の の欄は，各大問中にある読み書き・書四
写問題の平均点である。）

2 正答率の高い問題（ を除く）( ) 四

正答率 問 題 番 号 問 題 内 容

９９．３ の問一 文脈に即して副詞を補充する問題一

論の展開を踏まえて，該当する内容を含む文を文章中から見つけ，指摘８６．０ の問二①二 する問題

７８．５ の問一 文脈に即して接続詞を補充する問題二

3 正答率の低い問題（ を除く）( ) 四

正答率 問 題 番 号 問 題 内 容

２０．１ の問五 推敲の仕方を答える問題三

３２．６ の問五 文章の表現から書き手のものの見方や考え方を推察する問題一

４２．５ の問三 論の展開に即して，抜き出された文の位置を指摘する問題二

4 平均点，度数分布，正答率からみた傾向( )
平均点は，昨年度と比べ４．１点上がった。大問別の正答率では， が最も高く， が最も低四 一
い。昨年度と比べて ， ， の正答率が上がった。昨年度から読み書き・書写問題として二 三 四
独立した の正答率は９．３ポイント上がり，記述式の問題が増えた の正答率は１７．３ポ四 一
イント下がっている。
小問別において正答率が高かったのは，文脈に即して適語を選択肢の中から補充する問題と，
直前にある指示語の内容を指摘する問題である。正答率が低かったのは，平素から書くことの学
習にしっかりと位置付けて習慣化を図っておかねばならない問題，語句の一般的な意味を踏まえ
ながら文脈の中での働きを具体的にとらえなければならない問題，文章の論旨の展開を正確にと
らえなければならない問題であった。
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（●は，主たる領域・言語事項。▲は副次的領域・言語事項 ）３ 小問ごとの内容，ねらい 。

設 問 方 法 領 域・言 語 事 項

分野 大問 小問 内 容 ， ね ら い 備考
符号 言語抜出 記述 話すこと 書く 読む

事項選択 聞くこと こと こと

文脈に即して適語を補充できる （副詞） ※ ● ● ◎一 。
文

※ ● ● ●二 登場人物の行動やその場の様子から事象の理
学 由を推察できる。

的 文章の表現からその場の様子を推察できる。 ※ ●三

※ ●
文 登場人物の行動やその場の様子から人物の心一

四
情を推察し，該当する語を挿入できる。

章

※ ● ●
文章の表現から書き手のものの見方や考え方

五
小 を推察できる。

※ ● ●
説 登場人物の行動やその場の様子から人物の心

六
情を推察できる。

文脈に即して適語を補充できる （接続詞） ※ ● ● ◎一 。

※ ● ●
説 論の展開を踏まえて，該当する内容を含む文

二
を文章中から見つけ，指摘できる。

明

※ ●三
論の展開に即して，抜き出された文の位置を

的 指摘できる。二

※ ●
文

四
論の展開を踏まえて，内容をとらえ，ある文が

表している内容を指摘できる。

章

※ ●五
論の展開を踏まえて，文章の要旨を選択肢の
中から指摘できる。

※ ● ● ●一
古典の文章の内容に即して，適切な言葉を補
充できる。

※ ●
融 短歌の表現の仕方や特徴に注意して読み，適

二
切な内容を選択肢の中から指摘できる。

※ ▲ ● ◎三
文章の流れに即して，適切な慣用句を選択肢
の中から指摘できる。三

※ ※ ▲ ● ●四 単語の働きについて理解し，適切な助詞を指
摘できる。

推敲の仕方が分かる。 ※ ● ●五
合

必要な情報を整理し，構成を工夫して，読み
やすく分かりやすい文章を書くことができ ※ ● ●六
る。

読み ※ ● ◎一
教育漢字を正しく書くことができ，常用漢字
を正しく読むことができる。書き

四
・
書写 ※ ● ◎二

行書で書かれた字を識別し，その総画数を指
摘できる。

※基礎的・基本的事項の設問には，備考欄に◎が付してある。
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４
標
準
解
答
及
び
考
察

一〈
標
準
解
答
〉

問
一

ウ
ヒ
グ
マ
の
赤
ん
坊
の
声
を
よ
く
聞
く
た
め
。

問
二

( )例母
グ
マ
は
背

問
三
問
四

エ
今
は
害
獣
と
し
て
殺
す
の
に
、
数
が
激
減
す
る
と
保
護
す
る
よ
う
に
な
る

問
五

( )例
子
グ
マ
の
し
あ
わ
せ
の
た
め
に
手
放
す
と
決
め
た
も
の
の
、
か
わ
い
い
子
グ
マ
と
の
別

問
六

( )例
れ
は
、
や
は
り
つ
ら
い
と
い
う
気
持
ち
。

〈
考
察
〉

動
物
に
対
す
る
著
者
の
慈
愛
に
満
ち
た
言
動
が
魅
力
の
素
材
を
通
し
て
、
文
学
的
文
章
の
読
解
力
を
み
る
問

題
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
叙
述
に
即
し
て
、
表
現
の
意
味
や
登
場
人
物
の
心
情
、
内
容
を
的
確
に
理
解
す
る

力
を
み
る
問
題
で
あ
る
。

文
脈
に
即
し
て
副
詞
を
補
充
す
る

、
文
章
の
表
現
か
ら
そ
の
場
の
様
子
を
推
察
す
る

登
場
人
物

問
一

問
三
、

の
行
動
や
そ
の
場
の
様
子
か
ら
人
物
の
心
情
を
推
察
し
、
該
当
す
る
語
を
挿
入
す
る
問

は
、
正
答
率
が
高
か

四

っ
た
。
し
か
し
、
登
場
人
物
の
行
動
や
そ
の
場
の
様
子
か
ら
事
象
の
理
由
を
推
察
で
き
る
か
ど
う
か
を
問
う
た

、
文
章
の
表
現
か
ら
書
き
手
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
推
察
す
る

、
登
場
人
物
の
行
動
や
そ
の
場

問
二

問
五

の
様
子
か
ら
人
物
の
心
情
を
推
察
し
て
ま
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
正
答
率
が
低
か
っ
た
。

で
目

問
六

問
二

立
っ
た
の
は
、
「
よ
く
」
に
当
た
る
言
葉
を
書
い
て
い
な
い
、
不
十
分
な
解
答
で
あ
る
。
「
自
分
の
血
の
流
れ

の
音
に
わ
ざ
わ
い
さ
れ
て
」
な
ど
の
表
現
を
正
確
に
読
み
取
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
「
今

問
五

」
の
状
況
に
し
か
触
れ
て
い
な
い
も
の
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
「
恥
知
ら
ず
」
の
文
脈
で
の
意
味
が
十
分
に

押
さ
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
原
因
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

で
は
、
養
子
に
出
そ
う
と
し
た
点
に
だ
け
触

問
六

れ
て
、
「
涙
が
い
っ
ぱ
い
た
ま
っ
て
い
た
」
間
見
谷
さ
ん
の
気
持
ち
ま
で
は
書
き
き
れ
て
い
な
い
も
の
が
目
立

っ
た
。
複
雑
な
心
情
を
十
分
に
は
推
察
で
き
て
い
な
い
た
め
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
二
つ
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

・

キ
ー
ワ
ー
ド
に
線
を
引
か
せ
な
が
ら
、
文
章
の
展
開
に
即
し
て
前
後
の
文
脈
を
丹
念
に
読
み
こ
な
し
、

細
か
な
情
景
や
心
情
を
読
み
取
る
中
で
、
全
体
的
な
状
況
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

・

情
景
や
心
情
を
表
す
語
句
の
意
味
や
働
き
を
、
文
脈
の
中
で
具
体
的
に
と
ら
え
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ

の
語
句
の
用
い
方
が
ど
の
よ
う
な
効
果
を
生
ん
で
い
る
か
に
つ
い
て
、
文
例
を
い
く
つ
か
あ
げ
て
違
い
に

目
を
向
け
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

ま
た
、
読
書
に
親
し
む
態
度
を
育
て
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

二〈
標
準
解
答
〉

問
一

イ
①
分
析
的
な
理
解
の
し
か
た
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
考
え
方
）

②
（
は
じ
め
に
）
ま
ず
も
の
を
全
体
と
し
て
と
ら
え
、
必
要
に
応
じ
て
細
部
を
押
さ
え
て
い

問
二

く
と
い
う
や
り
方

７

問
三
問
四

ア

問
五

エ

〈
考
察
〉

素
材
の
魅
力
は
、

・

文
章
の
前
半
部
で
、
も
の
を
知
る
三
つ
の
方
法
で
あ
る
「
分
け
る
」
「
つ
か
む
」
「
さ
と
る
」
に
つ
い

て
比
較
し
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
点

・

後
半
部
で
、
前
半
部
の
「
分
け
る
」
「
つ
か
む
」
の
概
念
を
活
用
し
な
が
ら
、
現
代
日
本
の
種
々
の

矛
盾
を
克
服
す
る
に
は
、
発
想
の
転
換
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
点

で
あ
る
。
こ
の
素
材
を
通
し
て
、
説
明
的
文
章
の
読
解
力
を
み
る
。
具
体
的
に
は
、
論
の
展
開
に
即
し
て
、
内

容
を
正
確
に
読
み
取
り
、
全
体
の
要
旨
を
と
ら
え
る
力
を
み
る
問
題
で
あ
る
。
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文
脈
に
即
し
て
接
続
詞
を
補
充
す
る

、
論
の
展
開
を
踏
ま
え
、
該
当
す
る
内
容
を
含
む
文
を
文
章
中
か

問
一

ら
見
つ
け
て
指
摘
す
る

は
、
正
答
率
が
高
か
っ
た
。
し
か
し
、
論
の
展
開
に
即
し
て
、
抜
き
出
さ
れ
た
文

問
二

の
位
置
を
指
摘
す
る

、
論
の
展
開
を
踏
ま
え
て
内
容
を
と
ら
え
、
あ
る
文
が
表
し
て
い
る
内
容
を
指
摘
す

問
三

る

、
論
の
展
開
を
踏
ま
え
て
、
文
章
の
要
旨
を
指
摘
す
る

の
正
答
率
が
低
か
っ
た
。

で
は
、
挿

問
四

問
五

問
三

入
文
が
分
析
的
な
研
究
方
法
の
プ
ラ
ス
面
を
述
べ
て
い
る
こ
と
を
ま
ず
把
握
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の

上
で
文
章
の
展
開
を
押
さ
え
て
い
け
ば
、
「
だ
が
」
と
い
う
逆
接
の
接
続
詞
の
前
後
が
ね
じ
れ
て
い
る
こ
と
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

が
低
か
っ
た
の
は
、
選
択
肢
後
半
の
「
環
境
の
破
壊
」
と
い

問
四

う
語
句
に
影
響
さ
れ
て
、
前
半
の
「
紙
の
原
料
と
な
る
木
を
伐
採
す
る
こ
と
に
目
が
向
け
ら
れ
」
は
、
文
中
で

は
全
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
把
握
で
き
て
い
な
い
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

問
五

的
な
理
解
の
仕
方
＝
分
析
的
」

「
東
洋
（
日
本
）
の
考
え
方
＝
総
合
的
」
と
い
う
筆
者
の
考
え
方
の
中
心
が
、

⇔

十
分
に
は
と
ら
え
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
三
つ
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

・

平
素
の
授
業
の
中
で
、
筆
者
の
も
の
の
見
方
、
考
え
方
を
と
ら
え
る
上
で
キ
ー
ワ
ー
ド
の
発
見
が
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
。

・

各
段
落
の
文
脈
の
中
で
の
働
き
（
並
立
・
順
接
・
逆
接
・
対
比
・
説
明
・
転
換
な
ど
）
を
、
各
段
落
の

要
旨
を
ま
と
め
て
段
落
ご
と
の
小
見
出
し
を
付
け
さ
せ
た
り
、
段
落
末
の
一
文
の
文
意
を
押
さ
え
さ
せ
た

り
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
具
体
的
に
と
ら
え
さ
せ
る
こ
と
。

・

文
章
を
読
解
す
る
上
で
必
要
と
な
る
抽
象
的
概
念
な
ど
を
表
す
基
本
的
な
語
句
に
つ
い
て
、
具
体
例
を

取
り
上
げ
て
理
解
を
深
め
さ
せ
る
こ
と
。

三〈
標
準
解
答
〉

独
り
よ
が
り
の
考
え
に
な
る

問
一

( )例

問
二

イ

問
三

ウ人
た
ち
を

↓

人
た
ち
が

問
四

言
い
た
い
こ
と
（
伝
え
た
い
こ
と
）
が
十
分
に

問
五

( )例

中
学
二
年
生
の
と
き
同
じ
ク
ラ
ス
に
な
っ
た
文
子
さ
ん
は
、
友
達
に
対
す
る
思
い
や

( )例
り
の
あ
る
人
だ
。

私
は
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
責
任
者
の
一
人
に
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
計
画
通
り
に
練

習
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
、
投
げ
出
し
た
く
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
私
を
見
て
、

問
六

文
子
さ
ん
は
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
続
け
て
く
れ
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
金
賞
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
。

私
は
、
人
が
悩
ん
で
い
る
と
き
に
、
相
手
を
思
い
や
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、
文
子

さ
ん
か
ら
学
ん
だ
。

〈
考
察
〉

卒
業
文
集
に
載
せ
る
文
章
を
作
成
す
る
中
学
生
の
構
想
か
ら
推
敲
ま
で
の
過
程
を
通
し
て
、
内
容
を
正
確
に
読

み
取
る
力
、
文
章
を
効
果
的
に
活
用
す
る
力
、
言
語
感
覚
な
ど
の
基
礎
的
な
力
を
み
る
問
題
で
あ
る
。

単
語
の
働
き
に
つ
い
て
理
解
し
、
適
切
な
助
詞
を
指
摘
す
る

、
推
敲
の
仕
方
を
答
え
る

の
正
答
率

問
四

問
五

が
低
か
っ
た
。

で
は
、
助
詞
に
つ
い
て
の
理
解
不
足
が
正
答
率
に
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、

問
四

問
五

推
敲
の
基
本
的
事
項
を
押
さ
え
て
い
な
い
解
答
が
目
立
っ
た
。

そ
こ
で
、
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
日
常
的
に
使
う
言
葉
の
正
し
い
使
い
方
を
日
ご
ろ
か
ら
意
識
さ
せ
る
こ
と

や
、
目
的
意
識
を
も
た
せ
な
が
ら
書
く
練
習
を
さ
せ
る
こ
と
な
ど
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

四〈
標
準
解
答
〉

ま
ん
き
つ

た
ず
さ

ま
ぎ

え
ん
か
つ

警
備

討
議

規
模

故
障

問
一

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

問
二

ア

〈
考
察
〉の

と

の
正
答
率
が
低
か
っ
た
。

で
は
送
り
が
な
に
つ
な
が
る
よ
う
に
無
理
に
合
わ
せ
た
誤
答
が

問
一

②

⑥

②

多
く
、

で
は
「
討
」
が
書
け
て
い
な
い
も
の
が
多
か
っ
た
。
漢
字
の
指
導
に
お
い
て
は
文
脈
の
中
に
位
置
付

⑥

け
て
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
中
で
、
文
字
の
成
り
立
ち
や
語
源
な
ど
に
興
味
・
関
心
を
も
た
せ

る
指
導
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

-
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